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令和２年度事業計画 

（令和２年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日） 

 

【 基本方針 】 

 日本で学び働く外国人が増えて情勢が変化している中で、国際交流も柔軟に対

応しながら進めていきたいものと存じます。金環日食に関連した部分日食や、火

星の準大接近。小惑星探査機「はやぶさ２」の地球へのカプセル放出などの話題

に事欠かないことから、天文台が地域との連携を深めて一層の天文普及と情報発

信に努め、多くの人達に利用していただけるように取り組んでまいります。 

 

Ⅰ.国際交流事業 

  1.日本を訪れる留学生等に対する助成事業 

       

  ２.専門家派遣事業 

     

 

Ⅱ.天文地学啓発普及事業 

①  天文普及に関する事業 

  a.5 月 30 日 第 23 回宇宙と天文の講演会 

         仮演題：「スペースデブリについて」 

         講 師：JAXA 相馬央令子 先生 

b. ７月 第３回 月光ラボへようこそ！ みんなで科学の扉を開こう 

  c.10 月 1 日「みんなで“お月見”2020」 

      

 

②  天文授業の実施 

   A 職場体験 

   

③ 天文教育を通じて内外の教育、文化の啓発事業を行う 

A 学校等地域社会において天文、環境に対する関心を惹起する。 

B 定例観望会を 12 回開催 

C 特別観望会を開催 

D スターウイーク観望会 

E 親子で星を観る七夕の夕べを開催 



３ 

 

F 団体見学・研修の実施 

G 各種天文同好会に対する支援 

H 教育文化活動に対する支援 

I 出前観望会の開催 

J インターネット天文台、全天カメラ、富士山カメラの供用 

 

④ 外部団体との連携、イベント開催 

 

⑤ 天文啓発事業 

          各種助成団体に補助金申請 

 

⑥ 天文普及用各種資料・蒐集・発行・配布 

   天文に関する各種出版、印刷物をもって天文普及を図る。 

  A.「太陽・月・星のこよみ」の研究、企画、作成、編集、頒布 110,000 部 

  （1）海上保安庁発行潮汐表、国立天文台発行暦象年表他関係資料蒐集 

   

       B. 頒布先 

   （1）小学校・中学校・高等学校他教育機関 

   （2）団体・個人・企業・書店 

   （3）医療関係・水産関係・農林業関係・通運関係 

 

     C. 付帯事業 

   （1）教育機関等に対するこよみの無償提供  10,000 部 

   （2）こよみテキスト・天象ノートの発行と頒布   

   （3）こよみ利用者に対する天文情報案内 

   （4）こよみ利用者に対する行事案内 

   （5）こよみ利用者に対するアンケート調査 

   （6）カレンダーイメージ調査への出品参加 

 

    

⑦ 天文と環境、人間との関わりについての理解促進を図るための説明と諸施策を  

   講ずる 

  A 天文に関する各種資料・冊子・印刷物の作成・出版頒布 

 

⑧ 小惑星の観測と命名 

    A 月光天文台に於ける観測と命名 

    B 他の観測者、観測機関との連携 
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⑨ 天体写真の撮影 

  A 国内外における天体観測、撮影 

  

⑩ 太陽黒点の観測と発表 

東亜天文学会への発表とホームページでの公表 

    

   ⑪ アンケート調査の実施 

    天文台来台者を対象とするアンケート及びホームページを通じてのアンケー 

   トを実施し、事業全体、特に天文普及活動の展開に資する。 

 

      ⑫ 天文映像資料の作成 

   天文台職員の観測成果に加え、交換、借用等により広範な資料を集め日常の 

天文台来台者に向け、展示説明資料を作成する 

 

      ⑬ 世界のこよみ展示 

  （1）在京外国大使館及び諸機関との暦交換、蒐集 

  （2）公益財団法人オイスカの協力を得て、海外より暦の蒐集 

  （3）海外にネットワークを持つ機関の協力を得て海外より暦の蒐集 

   

 

⑭ 月光天文台の紹介、広報 

  新聞、雑誌、テレビ、有線テレビ、ラジオ、ミニコミ誌等マスコミを通じて 

天文台の存在と活動を強化。 

     A 自治体、学校、幼稚園、各種団体、観光協会等に対する広報活動を強化す                   

       る 

   B 道標用看板設置 

 

⑮ 天文教育に関する展示物、施設の充実 

    （1）全国の天文台との情報交換、発信 

  （2）天文、化石の展示物の充実 

  （3）学習用屋外展示物の整備 

  （4）ホームページによる広報活動と諸案内 

   

⑯ 教育文化のための資料、標本の蒐集、展示 

  （1）化石、鉱物の国内及び海外での蒐集、展示 

  （2）天文資料蒐集、展示 

  （3）各種機材整備及び保守 

  （4）研究会等への参加 



５ 

 

    （5）天文グッズ・地学グッズ・天文資料頒布 

  （6）天文情報有償提供 

 

  ⑰ 施設及び機材等の整備 

  （1）機材整備 

  プラネタリウム館音響設備改修 

 

  （2）施設整備、修理改修 

     

  （3）天文台修理 

   

  （4）屋外学習広場の整備 

       

⑱ ボランティアによるサポート 

   (1) 施設、場内、屋外学習広場整備 

   (2) 天文合宿厨房他 

   (3) こよみＤＭ・発送他全工程作業 

 

    ⑲ 星空案内人(ソムリエ)人材育成 

 

    ⑳ 職員研修 

(1) 国内外の天体施設見学 

(2) プラネタリウム研修 

 

 

 

Ⅲ.収益事業 

 1.土地賃貸 

     所 在 地 福岡県福岡市西区姪浜１丁目３番 1 

     面   積 2,556.98 ㎡（契約面積） 

     借   主 三菱ＵＦＪリース株式会社 

            

 ２.飲料自動販売機 

     株式会社ジャパンビバレッジセントラル 

     ３.会場席貸し(コンサート、書道教室他) 

    ４.土産品等物品販売 

    ５.飲食業 



６ 

 

 

Ⅳ.法人事業 

   Ⅰ.運  営 

  （1）理事会の開催 

  令和 2年 5月下旬 ……… 令和元年度事業報告及び収支決算報告他 

事業報告及び収支決算報告他 

  令和 3年 3月上旬 ……… 令和 3年度事業計画及び収支予算報告他 

  （2）評議員会の開催 

     令和２年 6月上旬 ……… 令和元年度事業報告及び収支決算報告他 

                  

  （3）職員連絡会議 

     今期１２回 

 

  （4）施設整備 


